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文書館だより
　

巨
大
虫
損

　

紀
州
藩
軍
学
者
宇
佐
美
定
祐
こ
と
大
関
左

助
。
彼
は
、
架
空
の
人
物
で
あ
る
越
後
国
（
新

潟
県
）
枇び

わ杷
嶋じ
ま

城
主
で
謙
信
の
軍
師
だ
っ
た
と

す
る
宇
佐
美
駿
河
守
定
行
の
末ま
つ

裔え
い

を
称
し
、
歴

代
の
宇
佐
美
家
当
主
が
源
頼
朝
や
足
利
尊
氏
・

上
杉
謙
信
・
豊
臣
秀
吉
・
徳
川
家
康
な
ど
か
ら

与
え
ら
れ
た
と
す
る
「
感
状
・
証
文
」
類
六
六

点
を
自
分
で
作
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
の
で
す

（
遊
佐
教
寛
「
古
色
は
柿
渋
で
、
虫
食
い
は
カ

ミ
ソ
リ
で
」
、
本
紙
二
〇
号
な
ど
参
照
）。
宇

佐
美
定
祐
文
書
の
中
に
は
、
そ
の
他
藩
主
頼
宣

「
状
」
・
藩
重
臣
「
書
状
」
な
ど
、
彼
の
手
に

な
る
一
〇
〇
点
を
越
す
文
書
類
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

表
紙
写
真
に
示
し
た
、
宇
佐
美
氏
の
居
城
が

あ
る
枇
杷

嶋
村
（
柏

崎
市
）
を

含
ん
だ「
越

後
国
図
」、

枇
杷
嶋
村

を
中
心
に

し
た
写
真

１
の
「
枇

杷
嶋
村
絵

図
」
も
、

そ
の
制
作

に
は
左
助

が
関
わ
っ

て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
起
き
ま
す
。
実

際
、
写
真
２
の
「
越
後
国
図
」
の
虫
損
は
、
幅

が
四
ミ
リ
に
も
及
ぶ
巨
大
な
も
の
で
す
。
左
助

が
作
っ
た
「
感
状
・
証
文
」
類
に
、
カ
ミ
ソ
リ

様
の
も
の
で
虫
食
い
穴
を
開
け
古
色
を
装
っ
た

よ
う
に
、
人
為
的
な
印
象
が
拭
え
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
先
祖
の
本
拠
地
の
絵
図
も
、
左
助
が
先
祖

伝
来
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
見
せ
か
け
る
た
め

に
作
っ
た
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

「
越
後
国
図
」

　

図
に
示
し
た
よ
う
に
、
宇
佐
美
本
（
宇
佐
美

定
祐
文
書
）「
越
後
国
図
」
は
、
縦
長
の
越
後

国
（
新
潟
県
）
を
横
に
三
分
割
し
た
そ
の
中
央

部
分
を
、
さ
ら
に
横
に
二
図
幅ふ
く

に
分
割
し
て
描

い
た
も
の
で
す
。
南
西
側
の
第
一
図
の
南
西
辺

が
、
柏
崎
の
西
の
海
岸
部
を
起
点
に
六
日
町
を

通
り
上
野
国
（
群
馬
県
）
国く
に

境ざ
か
いま
で
、
北
東
辺

が
寺
泊
の
西
の
海
岸
部
を
起
点
に
与
板
、
長
岡

東
を
通
り
奥
州（
福
島
県
）
国
境
ま
で
で
す
。
北

東
側
の
第

二
図
の
北

東
辺
は
、

新
潟
の
西

の
海
岸
部

を
起
点
に
、

村
・
町
が

東
寄
り
に

描
か
れ
、

村
松
を
通

り
奥
州
国

境
ま
で
と

な
っ
て
い

ま
す
。
長

辺
約
二
一

一
セ
ン
チ
、

短
辺
約
八

九
セ
ン
チ

で
二
図
幅

と
い
う
大
き
な
も
の
で
、
街
道
に
沿
っ
て
町
や

村
が
示
さ
れ
、
川
や
山
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

「
シ
ン
」

　

し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
絵
図
に
左
助
は

関
わ
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
宇

佐
美
本
「
越
後
国
図
」
で
は
、
正
徳
三
年

（
一
七
一
三
）
の
左
助
の
死
後
に
成
立
し
た
村

の
名
前
が
い
く
つ
も
出
て
く
る
こ
と
か
ら
判
断

で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
第
一
図
で
は
、
現
長
岡

市
の
南
、
「
シ
ブ
ミ
川
」
に
小
河
川
が
合
流
し
、

さ
ら
に
そ
の
「
シ
ブ
ミ
川
」
が
信
濃
川
に
合
流

す
る
所
に
、
写
真
３
の
「
宮
川
シ
ン
」
「
中

沢
シ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
絵
図
で
は
「
シ

ン
」
は
新
田
（
村
）
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
平

凡
社
の
地
名
辞
典
『
新
潟
県
の
地
名
』
や
角
川

　

宇
佐
美
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

写真１　「枇杷嶋村絵図」（部分）

写真２　大虫損
第
二
図

第
一
図

佐　
渡

　
　
国

越　
　
　
　
後

　
　
　
　
　
　
　
　
国

新潟

燕寺泊

与板

寺泊

与板

長岡

小千谷

柏崎

春日山城跡

川中島

高田 六日町

三条

新発田

村松

図　「越後国図」第一図・第二図の位置
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文書館だより
書
店
の
同
じ
く
『
新
潟
県
』
に
よ
れ
ば
、
三さ
ん
と
う島

郡
宮
川
新
田
村
（
旧
越こ
し

路じ

町
）
は
、
享
保
八
年

（
一
七
三
二
）
、
柿
崎
町
に
住
む
開
田
の
老
練

家
宮
川
四
郎
兵
衛
が
開
墾
を
始
め
、
同
十
三
年

に
「
宮
川
新
田
」
と
称
し
て
成
立
し
た
（
『
越

路
部
落
の
起
源
』
）
と
い
わ
れ
ま
す
。
同
じ
三

島
郡
の
中
沢
新
田
村
（
旧
越
路
町
）
は
、
寛
延

元
年
（
一
七
四
八
）
道ど
う
は
ん半
村
の
山
本
喜
五
郎
が

加
茂
の
中
沢
太
郎
左
衛
門
の
指
導
に
よ
り
開
墾

を
始
め
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
成
立
し

て
い
ま
す（
山
本
家
文
書
）。

　

文
化
十
三
年
の
村
作
り

　

信
濃
川
を
隔
て
た
「
宮
川
シ
ン
」
の
対
岸

に
は
「
向
島
シ
ン
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
村

の
成
立
は
文
化
年
間
に
ま
で
下
り
ま
す
。
古こ

し志

郡
向む

こ
う

島じ
ま

新
田
村
（
長
岡
市
）
は
、
宝
暦
六
年

（
一
七
五
六
）
の
飢
饉
を
き
っ
か
け
に
草く
そ

生う

ず津

村
割
元
（
大お

お

庄じ
ょ
う

屋や

）
山
田
庄
八
と
弟
伝
兵
衛

に
よ
る
新
田
開
発
が
行
わ
れ
、
文
化
十
三
年

（
一
八
一
六
）
村
作
り
が
許
さ
れ
た
と
い
い
ま

す（『
岡
南
の
郷
土
史
』）。

　

第
二
図
に
は
、
現
燕つ

ば
め

市
の
西
南
、「
向
島
シ

ン
」
か
ら
信
濃
川
を
二
〇
キ
ロ
ほ
ど
下
り
、
さ

ら
に
日
本
海
側
に
入
っ
た
所
に
写
真
４
の
「
源

八
シ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。
蒲
原
郡
源
八
新
田

村
（
旧
分ぶ

ん
す
い水
町
）
は
周
囲
に
小
河
川
や
潟か
た

（
古
く
は
海
だ
っ
た
沼
地
）
が
あ
る
山
際
の

地
で
、
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
か
ら
麓
ふ
も
と

村

の
中
村
源
八
が
開
発
し
同
十
四
年
に
成
立
し
た

（『
岩
室
村
史
』）
と
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
信
濃
川
を
三
〇
キ
ロ
ほ
ど

下
っ
た
現
三
条
市
の
南
に
写
真
５
の
「
貝
喰
シ

ン
」
が
あ
り
ま
す
。
二
つ
の
小
河
川
が
合
流
し
、

　
　
　

小
さ
な
池
が
点
在
す
る
地
で
、
そ
の
合

　
　
　

流
し
た
河
川
は
信
濃
川
に
流
れ
込
ん
で

　
　
　

い
ま
す
。
蒲
原
郡
貝か

い
ば
み喰
新
田
村
（
旧
栄

　
　
　

町
）
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
〇
）、
頸く

び

　
　
　

城き

郡
柿
崎
村
の
嘉
左
衛
門
・
藤
右
衛
門

　
　
　

ら
七
人
及
び
周
辺
一
一
か
村
に
よ
っ
て

　
　
　

開
発
さ
れ
、
同
六
〜
七
年
に
成
立
し
て

　
　
　
い
ま
す（
市
川
浩
一
郎
文
書
。
釈
迦
塚

　
　
　

公
民
館
蔵
「
貝
喰
谷
内
御
新
開
場
御
検

　
　
　

地
始
請
書
留
記
」）。

　

斐
紙

　

宇
佐
美
本
に
使
わ
れ
て
い
る
和
紙
（
料
紙
）

は
、
お
そ
ら
く
斐ひ

し紙
で
し
ょ
う
。
裏
が
透
け
て

見
え
る
極
め
て
薄
い
も
の
で
す
が
、
こ
れ
は
字

や
図
の
上
に
乗
せ
て
写
し
取
る
た
め
の
和
紙
で

す
。
約
二
七
セ
ン
チ
×
約
三
七
セ
ン
チ
の
大
き

さ
で
す
。
こ
れ
を
絵
図
の
短
辺
に
三
枚
、
長
辺

に
七
枚
、
合
計
二
一
枚
を
敷
き
並
べ
、
そ
れ
を

約
八
八
セ
ン
チ
×
約
二
一
〇
セ
ン
チ
の
厚
い
美

濃
紙
で
裏
打
ち
し
、
さ
ら
に
一
回
り
大
き
な
和

紙
で
二
度
目
の
裏
打
ち
を
し
て
い
ま
す
。

　

表
紙
写
真
の
よ
う
に
、
宇
佐
美
本
の
字
は

整
っ
た
楷
書
で
、
村
を
囲
む
楕
円
も
て
い
ね
い

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
む
ろ
ん
左
助
の
字
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
街
道
や
川
・
郡
境
を
描
い
た
線
、

海
岸
線
・
山
の
稜
線
は
歪
む
こ
と
な
く
引
い
て

あ
り
ま
す
。
枠
を
は
み
出
し
て
色
を
塗
っ
て
い

ま
す
し
、
海
の
岩
礁
の
描
き
方
な
ど
に
も
や
や

難
点
が
あ
り
ま
す
。
筆
を
誤
っ
て
取
り
落
と
し
、

転
が
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
墨
の
汚
れ
も
散
見

さ
れ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
の
描
き
方
か
ら

す
れ
ば
、
専
門
の
絵
師
が
元
図
を
写
し
取
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
宇
佐
美
本

に
は
元
図
が
あ
る
は
ず
な
の
で
す
。

　

国
絵
図
と
い
え
ば
、
幕
府
国
絵
図
を
思
い

出
し
ま
す
。
宇
佐
美
本
に
描
か
れ
た
範
囲
で
も
、

幕
府
領
は
も
ち
ろ
ん
、
柏
崎
を
領
有
す
る
久
松

松
平
氏
の
高
田
藩
、
牧
野
氏
の
長
岡
藩
、
堀
氏

の
村
松
藩
の
ほ
か
に
小
藩
も
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
、
藩
の
領
域
を
越
え
た
絵
図

を
作
る
に
は
幕
府
の
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

し
か
も
、
宇
佐
美
本
の
方
位
・
距
離
は
お

お
む
ね
正
確
で
す
。
町
の
位
置
関
係
に
も
大
き

な
誤
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
図
は
高
度
な
作
図

技
術
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
か
ら
も
、

幕
府
の
も
の
を
写
し
た
可
能
性
が
あ
る
は
ず

で
す（
表
紙
写
真
中
央
に
あ
る
枇
杷
嶋
の
「
古

城
」
に
は
、
「
宇
佐
美
民み
ん

部ぶ

太だ

輔ゆ
う

」
と
あ
り
ま

す
。
枇
杷
嶋
城
主
と
さ
れ
る
宇
佐
美
駿
河
守
定

行
は
「
民
部
太
輔
」
を
名
乗
っ
て
い
ま
せ
ん
か

ら
、
元
図
は
そ
う
し
た
事
情
に
詳
し
く
な
い
と

こ
ろ
で
作
ら
れ
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
）。

　

石
高
の
な
い
村
名

　

表
紙
写
真
の
よ
う
に
、
絵
図
に
は
黒
筋
で
郡

境
が
引
か
れ
て
い
ま
す
。
町
名
が
町
並
み
の
形
、

あ
る
い
は
四
角
で
囲
ま
れ
、
村
名
は
楕
円
の
中

に
書
か
れ
、
道
や
川
に
沿
っ
て
数
多
く
並
ん
で

い
ま
す
。
一
部
の
町
・
村
が
黄
色
く
塗
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
郡
域
と
つ
な
が
り
は
な
く
、
塗
ら

れ
て
い
な
い
も
の
と
の
違
い
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

い
く
つ
か
の
村
で
成
り
立
つ
庄
の
名
前
も
書
か

れ
て
い
ま
す
が
、
庄
境
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

道
は
赤
で
、
本
道
は
太
く
脇
道
は
細
く
描
か

れ
て
い
ま
す
。
写
真
６
の
よ
う
に
、
点
線
の
脇

写真３　右下に「中沢シン」。その左上に「宮川シン」。
信濃川対岸に「向島シン」

写真５　中央に「貝喰シン」

写真４　中央に「源八シン」
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文書館だより

宇
佐
美
本
で
は
一
・
一
八
六
な
の
に
対
し
、
正

保
図
は
一
・
三
三
三
に
な
り
ま
す
。
宇
佐
美
本

は
正
保
図
と
寸
法
が
違
う
の
で
す
か
ら
正
保
図

を
薄
紙
で
写
し
た
も
の
で
な
い
ば
か
り
か
、
方

向
に
よ
っ
て
縮
尺
も
違
う
の
で
す
か
ら
、
両
者

は
全
く
別
系
統
の
図
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
宇
佐
美
本
は
柏
崎
か
ら
国
境
ま
で
約

六
〇
キ
ロ
が
約
一
五
〇
セ
ン
チ
で
あ
ら
わ
さ
れ

て
い
る
の
で
す
か
ら
四
万
分
の
一
の
縮
尺
に
な

り
ま
す
。
一
方
、
正
保
図
は
、
幕
府
の
国
絵
図

規
格
通
り
六
寸
一
里
縮
尺
（
二
万
一
六
〇
〇
分

の
一
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

紀
州
藩
主
の
蔵
書
だ
っ
た
南な
ん

葵き

文
庫
に
も
多

く
の
国
絵
図
が
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
は
す
べ
て
幕
府
国
絵
図
系
統
の
も
の
ば
か

り
で
す（
黒
田
日
出
男
「
南
葵
文
庫
の
江
戸
幕

府
国
絵
図
」）。
宇
佐
美
本
の
元
図
に
繋
が
る
も

の
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里
」
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
上
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

程
や
、
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

止
め
の
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
悪
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
礁
の
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
な
ど
港

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
様
子
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
か
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
は
緑
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塗
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
き
い
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
は
山
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

小し
ょ
う

字じ

で
「
△
印
七
ケ
村
宮
窪
ノ
内
」
「
是
迄

小
船
通
行
」
「
此
所
ニ
原
ア
リ
」
「
古
塚
多

シ
」
「
池
ノ
中
道
ア
リ
」
「
茶
ヤ（
屋
）ア
リ
」
「
温

泉
ア
リ
」
な
ど
の
注
記
が
あ
り
ま
す
。
寺
社
が

家
形
で
描
か
れ
、
「
古
城
」
の
表
記
も
あ
り
ま

す
。
山
に
は
滝
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
文
字
は

楷
書
で
て
い
ね
い
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

幕
府
越
後
国
絵
図

　

と
こ
ろ
が
、
幕
府
国
絵
図
な
ら
ば
、
村
を
囲

む
楕
円
を
郡
ご
と
に
色
分
け
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
国
絵
図
は
色
鮮
や
か
な
も
の
に
な
り

ま
す
。
領
主
を
区
分
す
る
「
い
ろ
は
」
の
符
号
、

村
の
石
高
、
郡
名
や
村
名
の
難
読
字
の
振
り
仮

名
、
道
程
を
示
す
「
壱
里
山
」、
そ
の
「
壱
里

山
」
と
村
や
国
境
と
の
距
離
、
川
の
渡
し
の
広

さ
も
書
い
て
あ
る
は
ず
な
の
で
す
。
そ
れ
ら
が

宇
佐
美
本
に
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

海
岸
線
の
形
も
違
っ
て
い
ま
す
。
宇
佐
美
本

写真６　上部に山の名、その下に滝、これらをはさむ形で赤
の点線の山道、下部に川の「ワタシ」（渡し）がある

写真８　柏崎町

道
は
山
道
の
よ
う
で
す
。
写
真
７
に
は
、
峠
の

名
前
が
書
か
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
青
く

塗
ら
れ
た
広
い
川
や
細
い
川
が
網
の
目
の
よ
う

に
広
が
り
、
い
く
つ
か
は
名
前
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
川
の
あ
ち
こ
ち
に
「
ワ
タ
シ
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
海
も
青
く
塗
ら
れ
、「
柏
崎
ヨ

リ
船
路　

今
町
ヱ（
へ
）

十
里
十
一
丁　

出
雲
崎
ヱ
六

で
は
、
新
潟

の
西
が
海
岸

の
北
端
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
海

岸
線
は
や
や

西
に
傾
い
た

南
に
ほ
ぼ
真

っ
直
ぐ
に
下

っ
て
行
き
、

寺
泊
を
過
ぎ

た
辺
り
か
ら

徐
々
に
向
き

を
西
に
変
え

は
じ
め
、
柏

崎
の
先
で
西
に
向
か
い
ま
す
。
こ
の
平
板
な

形
は
幕
府
正
保
越
後
国
絵
図
と
は
大
き
く
異
な

り
ま
す
。
幕
府
正
保
図
は
新
潟
か
ら
寺
泊
に
か

け
て
の
海
に
向
け
た
陸
地
の
張
り
出
し
、
次
い

で
寺
泊
か
ら
柏
崎
ま
で
の
緩
や
か
な
ふ
く
ら
み
、

そ
の
た
め
に
出
来
上
が
っ
た
柏
崎
の
湾
状
地
形

を
持
ち
ま
す
。
図
に
示
し
た
実
際
の
海
岸
線
以

上
に
凹
凸
が
誇
張
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。
こ
の
傾
向
は
、
幕
府
元
禄
越
後
国
絵
図

（
岩
船
郡
・
蒲
原
郡
全
体
図
）
で
も
同
様
で
す
。

　

縮
尺

　

宇
佐
美
本
は
柏
崎
の
海
岸
線
か
ら
奥
州
国

境
ま
で
が
約
一
五
〇
セ
ン
チ
、
新
潟
西
か
ら

柏
崎
西
が
約
一
七
八
セ
ン
チ
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
幕
府
正
保
図
は
そ
れ
ぞ
れ
約
二
五
〇
セ
ン

チ
、
約
三
三
三
セ
ン
チ
に
な
り
ま
す
。
宇
佐
美

本
は
正
保
図
を
元
に
し
た
絵
図
で
は
な
い
の
で

す
。
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
柏
崎
か
ら

国
境
ま
で
と
柏
崎
か
ら
新
潟
西
ま
で
の
比
率
が
、

写真７　中央に「妙法寺峠」「地蔵峠」
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枇
杷
嶋
村
絵
図

　

写
真
１
の
「
枇
杷
嶋
村
絵
図
」
は
、
海
岸
部

の
柏
崎
町
を
北
に
、
そ
こ
か
ら
少
し
の
田
を
隔

て
て
枇
杷
嶋
村
と
古
城
跡
を
南
に
置
い
て
い
ま

す
。
東
西
約
八
二
セ
ン
チ
、
南
北
約
一
二
一
セ

ン
チ
の
大
き
さ
で
す
。
写
真
８
の
、
東
西
に
広

が
る
柏
崎
町
は
街
区
を
黒
、
道
筋
を
黄お
う

土ど

色
で

示
し
て
い
ま
す
。
写
真
９
の
枇
杷
嶋
村
や
周
辺

の
村
々
で
は
木
々
や
丈
の
高
い
草
に
囲
ま
れ
た

藁わ
ら

葺ぶ

き
屋
根
が
描
い
て
あ
り
ま
す
。
枇
杷
嶋
の

西
南
に
は
写
真
10
の
古
城
跡
が
黒
い
岩
山
の
上

に
あ
り
、
松
が
茂
っ
て
い
ま
す
。
朱
の
鳥
居
を

描
い
た
写
真
９
の
神
社
に
は
松
や
杉
の
巨
木
が

茂
り
、
山
の
麓
の
寺
々
は
林
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　

写
真
１
の
よ
う
に
、
田
は
薄
赤

　
　
　
　
　

色
、
畑
は
く
す
ん
だ
黄
緑
、
道
筋

　
　
　
　
　

は
朱
で
示
し
、
南
か
ら
北
の
日
本

　
　
　
　
　

海
に
向
け
て
、
く
す
ん
だ
薄
い
青

　
　
　
　
　

で
塗
ら
れ
た
鵜う

川か
わ

が
蛇
行
し
な
が

　
　
　
　
　

ら
流
れ
て
い
ま
す
。
薄
赤
色
に
塗

　
　
　
　
　

ら
れ
た
田
の
占
め
る
割
合
が
多
い

　
　
　
　
　

た
め
、
全
体
と
し
て
華
や
か
な
色

　
　
　
　
　

調
の
絵
図
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

村
々
や
寺
社
・
山
の
木
や
林
、

　
　
　
　
　

屋
敷
な
ど
は
て
い
ね
い
な
筆
致
で

　
　
　
　
　

形
よ
く
整
え
ら
れ
、
専
門
絵
師
の

　
　
　
　
　

手
に
よ
る
絵
図
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

た
だ
、
柏
崎
の
街
区
や
道
筋
・
川

　
　
　
　
　

筋
の
線
に
は
ふ
ら
つ
き
が
見
ら
れ

　
　
　
　
　

ま
す
。

　
　
　
　
　

松
平
日
向
守

　
　
　
　
　

柏
崎
町
か
ら
枇
杷
嶋
村
ま
で
の
一

　
　
　
　

帯
は
写
真
11
の
よ
う
に
「
松
平
日
向

守
領
知
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
大
名
領
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
西
側
に
あ
る
大

窪
村
と
東
側
の
半
田
村
は
写
真
12
の
よ
う
に

「
日
野
小こ

左ざ

え衛
門も
ん

御
代
官
所
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
幕
府
の
直
轄
領
で
幕
府
代
官
が
支
配
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

「
松
平
日
向
守
」
は
か
つ
て
久
松
氏
を
称
し

て
い
た
松
平
氏
で
、
定
輝
日
向
守
の
こ
と
で

す
。
定
輝
は
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
十
二

月
に
日
向
守
に
な
り
、
同
七
年
九
月
に
越
中
守

に
変
わ
り
ま
す
。
苅か

り

羽わ

郡
柏
崎
や
枇
杷
嶋
は

頸く
び

城き

・
三さ
ん

嶋と
う

・
蒲か
ん
ば
ら原
各
郡
（
い
ず
れ
も
新
潟

県
）
の
一
部
と
と
も
に
、
先
代
の
定
重
が
宝
永

七
年
（
一
七
一
〇
）
閏

う
る
う
八
月
、
伊
勢
桑
名
（
三

重
県
桑
名
市
）
か
ら
移
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す

（『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
一
）。「
日
野
小

左
衛
門
」
は
幕
府
旗
本
日
野
正
晴
小
左
衛
門
の

こ
と
で
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
四
月
地じ

方か
た

（
農
村
部
）
を
支
配
す
る
役
人
で
あ
る
代
官
と

な
り
、
元
文
四
年（
一
七
三
九
）
十
一
月
老
年

の
た
め
無
役
の
小こ

ぶ普
請し
ん

に
転
じ
る
ま
で
続
け
て

い
ま
す（『
同
』
二
一
）。

　

享
保
の
絵
図

　

こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
絵
図
は
、
享
保
三
年
か

ら
七
年
ま
で
の
わ
ず
か
な
間
の
状
況
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
「
越
後
国

図
」
よ
り
七
〇
年
ほ
ど
古
い
と
は
い
え
、
正
徳

三
年
（
一
七
一
三
）
に
没
し
た
左
助
が
関
わ
っ

た
も
の
で
は
な
い
わ
け
で
す
。

　

「
越
後
国
図
」
同
様
、
斐ひ

し紙
で
し
ょ
う
、
約

二
八
セ
ン
チ
×
約
四
〇
セ
ン
チ
の
も
の
を
、
短

辺
、
長
辺
そ
れ
ぞ
れ
に
三
枚
ず
つ
並
べ
、
厚
手

の
美
濃
紙
で
裏
打
ち
し
て
い
ま
す
。
写
し
た
元

図
が
何
な
の
か
は
、
「
越
後
国
図
」
以
上
に
分

か
り
ま
せ
ん
。

　

自
ら
を
宇
佐
美
定
行
の
子
孫
と
思
い
こ
ん
だ

左
助
の
子
孫
は
、
関
係
国
越
後
や
「
出
身
地
」

枇
杷
嶋
の
絵
図
を
何
ら
か
の
機
会
に
収
集
し
た

の
で
し
ょ
う
。
左
助
の
作
っ
た
文
書
類
と
は
も

ち
ろ
ん
、
お
そ
ら
く
は
宇
佐
美
家
の
実
務
で
あ

る
軍
学
と
も
無
縁
の
収
集
品
、
す
な
わ
ち
宇
佐

美
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
遊
佐
教
寛
）

写真９　「枇杷嶋村」

写真11　「松平日向守領知枇杷嶋村」

写真10　枇杷嶋「古城跡」

写真12　「日野小左衛門御代官（所支配）半田村」
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よ
う
で
す
。
13
日
の
午
後
７
時
を
過
ぎ
る
と
、

盆
ま
で
の
一
年
間
に
死
者
の
あ
っ
た
新
仏
を
祭

る
家
々
を
参
拝
し
て
廻
り
ま
す（
棚
経
参
り
・

新
仏
参
り
）。
新
仏
の
霊
は
毎
年
祭
る
先
祖
の

霊
と
は
違
っ
て
、
少
し
早
く
祭
っ
て
い
ま
す
。

　

14
日
は
一
日
先
祖
の
霊
を
自
宅
で
祭
り
、
夕

方
以
降
に
堀
家
の
墓
が
あ
る
安
養
寺
と
西
墓
所

へ
参
拝
し
て
い
ま
す
。
翌
15
日
の
朝
に
、
先
祖

の
霊
を
送
り
ま
す（
後
述
覚
書
）。
送
り
火
を

焚
く
の
か
、
経
木
や
供
え
物
を
紀
ノ
川
へ
流
す

の
か
、
寺
に
納
め
る
の
か
、
正
珍
の
日
記
か
ら

は
送
り
方
ま
で
は
解
り
ま
せ
ん
。

　

盆
の
も
て
な
し

　

盆
の
も
て
な
し

　

家
に
迎
え
た
先
祖
の
霊
は
、
写
真
２
の
よ

う
に
ご
馳ち

走そ
う

を
供
え
て
も
て
な
し
ま
す
。
堀

家
に
は
、
こ
れ
は
と
て
も
珍
し
い
こ
と
な
の

　

毎
年
行
う
行
事

　

毎
年
行
う
行
事

　

私
た
ち
の
生
活
の
中
に
は
、
正
月
・
節
分
・

七
夕
・
盆
、
神
社
・
寺
院
の
祭
礼
や
講
の
行
事

な
ど
、
決
ま
っ
た
日
時
に
毎
年
繰
り
返
し
行
わ

れ
る
行
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
年ね
ん

中ち
ゅ
う

行ぎ
ょ
う

事じ

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
年
中
行
事
に
は
、
正

月
や
盆
な
ど
家
が
中
心
と
な
る
行
事
と
、
祭
礼

や
講
な
ど
村
や
家
の
集
ま
り
で
あ
る
垣か
い
と内
が
中

心
と
な
る
行
事
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
に
し
て

も
、
毎
年
毎
年
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
行
事
な
の

で
、
そ
の
内
容
を
文
字
で
詳
し
く
書
き
残
す
こ

と
は
と
て
も
少
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
一

家
に
几
帳
面
な
人
が
い
て
、
日
記
を
付
け
て
い

る
と
、
一
年
ご
と
の
記
事
は
簡
単
で
あ
っ
て
も
、

何
年
か
分
の
日
記
の
記
事
を
重
ね
合
わ
せ
て
み

る
こ
と
で
、
そ
の
一
家
の
一
年
間
の
様
々
な
行

事
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

堀
家
の
盆
行
事

　

堀
家
の
盆
行
事

　

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
那
賀
郡
市
場
村

（
現
在
の
紀
の
川
市
名
手
市
場
）
に
生
ま
れ
た

堀
正
珍
（
読
み
方
が
解
り
ま
せ
ん
）
も
、
と
て

も
筆
ま
め
な
人
で
し
た
。
彼
の
晩
年
に
あ
た
る

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
か
ら
明
治
三
十

年
（
一
八
九
七
、
正
珍
は
こ
の
年
に
亡
く
な
り

ま
す
）
ま
で
の
日
々
の
出
来
事
を
、
罫
紙
の
一

行
に
細
字
で
二
行
に
び
っ
し
り
と
書
き
記
し
た

日
記
を
残
し
て
い
ま
す
。
正
珍
の
日
記
（
堀
家

文
書
オ
―
１
〜
９
）
か
ら
、
堀
家
の
盆
行
事
を

抜
き
出
す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
当
時
は

旧
暦
で
行
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
盆
は
七
月
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
22
年
７
月

　

13
日　

花
筒
切
り
、
墓
場
に
立
て
る

　

14
日　

午
後
６
時
、
墓
参
り

明
治
23
年
７
月

　

14
日　

墓
所
へ
花
筒
打
ち

明
治
24
年
７
月

　

13
日　

午
後
７
時
、
垣
内
中
の
新し
ん

仏ぼ
と
け

　
　
　
　

参
り

　

14
日　

午
後
７
時
25
分
、
墓
参
り

明
治
25
年
７
月

　

14
日　

午
後
６
時
55
分
、
墓
参
り

明
治
26
年
７
月

　

13
日　

午
前
10
時
、
花
筒
竹
取
り

　
　
　
　

午
後
７
時
50
分
、
新
仏
参
り

　

14
日　

午
後
５
時
58
分
、
安
養
寺
・
西
墓
所

　
　
　
　

へ
参
る

明
治
27
年
７
月

　

14
日　

午
後
６
時
40
分
、
墓
参
り

明
治
28
年
７
月

　

13
日　

午
後
７
時
30
分
、
棚た
な

経ぎ
ょ
う

参
り

明
治
29
年
７
月

　

13
日　

花
筒
竹
刈
り
取
り

　
　
　
　

午
後
８
時
、
棚
経
参
り

　

14
日　

午
後
５
時
43
分
、
安
養
寺
・
西
墓
所

　
　
　
　

へ
参
る

明
治
30
年
７
月
（
写
真
１
）

　

13
日　

午
後
３
時
７
分
、
安
養
寺
へ
仏
迎
い

　
　
　
　

午
後
７
時
50
分
、
新
仏
祭
へ
参
る

　

14
日　

墓
参
り

　

堀
家
で
は
、
13
日
に
墓
地
の
花
を
飾
る
竹
筒

を
取
り
替
え
、
昼
過
ぎ
に
「
仏
迎
い
」
と
あ
る

よ
う
に
、
安
養
寺
ヘ
参
っ
て
先
祖
の
霊
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
日
に
安
養
寺
へ
経き
ょ
う
ぎ木
書
き
賃
を
支

払
っ
て
い
る
の
で
（
後
述
覚
書
）、
経
木
を
頂

く
こ
と
が
先
祖
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

で
す
が
、
盆
の
供
え
物
の
メ
ニ
ュ
ー
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
を
載
せ
た
資
料
は
、
一

年
間
の
行
事
と
そ
の
入
用
品
を
書
き
上
げ
た
堀

家
の
年
中
行
事
覚
書
で
す
（
堀
家
文
書
ソ
―
10
、

写
真
３
）。
本
文
中
に
は
寛
政
・
享
和
・
文
化

の
年
号
が
あ
る
の
で
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九

世
紀
初
頭
に
、
こ
の
帳
面
を
参
考
に
し
て
堀
家

の
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
覚
書
が
あ
る
お
か
げ
で
、
さ
ら
に
詳
し
く

堀
家
の
盆
行
事
の
様
子
が
解
り
ま
す
。
堀
家
の

盆
の
供
え
物
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

13
日
夕　

新
麦
交
、
寺
へ
経
木
書
き
賃

14
日
朝　

た
き
食
・
打う
ち

豆ど
う

腐ふ

汁
・
な
す
び
の
あ

　
　
　
　

え
物
、
お
が
ら
の
箸

　

昼
前　

小
麦
餅　

　

昼
食　

そ
う
め
ん
、
竹
の
箸

　

夕
食　

餅
、
有
り
合
わ
せ
で
あ
わ
・
き
び
・

　
　
　
　

と
う
き
び
な
ど
、
竹
の
箸

　

夜
食　

む
し
食
（
15
日
朝
ま
で
そ
の
ま
ま
供

　
　
　
　

え
る
）、
お
が
ら
の
箸

　

先
祖
を
祭
る

　

先
祖
を
祭
る

写真１　堀正珍の日記
（明治30年７月）

写真３　堀家の年中行事覚書（６月・７月）

写真２　盆のもてなし
（橋本市野）
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キ
の
葉
で
棚
を
作
っ
て
、
こ
こ
で
新
仏
を
祭
り

ま
す
。
こ
の
棚
は
「
そ
ん
じ
ょ
」
な
ど
と
呼
ば

れ
、
盆
前
に
親
戚
や
近
所
の
人
が
作
り
に
来
て

く
れ
ま
す
。
写
真
７
は
橋
本
市
彦
谷
で
拝
見
し

た
も
の
で
、
縁
の
端
す
べ
て
を
ヒ
ノ
キ
の
葉
で

写真７　新仏の棚（奥）と無縁仏の祭壇（前）
（橋本市彦谷）

を
供
え
て
い
ま
す
。
昼
食
と
夕
食
は
、
竹
の
箸

を
添
え
ま
す
。

　

夜
食
に
は
む
し
食
を
供
え
ま
す
。
蒸
し
た
ご

飯
な
の
で
、
こ
れ
は
味
の
付
い
て
い
な
い
お
こ

わ
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
む
し
食
は
翌
日
15
日
の

朝
ま
で
供
え
、
15
日
の
朝
に
お
土み
や
げ産
を
添
え
て

先
祖
の
霊
を
送
り
ま
す
。

　

お
土
産
の
供
え
物
の
う
ち
、
た
ゝ
い
も
は
唯

芋
・
田
芋
で
、
里
芋
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
里

芋
を
供
え
た
の
か
、
ま
た
は
里
芋
の
葉
を
供
え

物
の
台
と
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
柿
は
も

ち
ろ
ん
青
柿
で
し
ょ
う
。
う
り
・
な
す
び
・
ま

め
は
こ
の
季
節
の
も
の
で
す
。
わ
ざ
わ
ざ
長
そ

う
め
ん
と
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
ゆ
が
い

て
い
な
い
生
の
そ
う
め
ん
を
供
え
て
い
た
よ
う

で
す
。

　

盆
の
し
つ
ら
え

　

盆
の
し
つ
ら
え

　

堀
家
の
日
記
や
覚
書
か
ら
は
、
供
え
物
や
経

木
の
祭
り
方
ま
で
は
解
り
ま
せ
ん
。
供
え
物
は

先
に
例
を
挙
げ
ま
し
た
の
で（
写
真
４
・
５
）、

経
木
の
祭
り
方
に
つ
い
て
、
二
、
三
の
事
例
を

見
て
お
き
ま
す
。

　

寺
か
ら
頂
く
経
木
の
祭

り
方
は
、
家
々
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
。
弘
法
大
師
・

先
祖
代
々
・
戒
名
を
書
い

た
経
木
は
仏
壇
の
前
や
横

に
机
を
置
き
、
そ
こ
に
祭

り
ま
す
。
仏
壇
の
位
牌
を

取
り
出
し
、
経
木
と
一
緒

に
並
べ
て
祭
る
家
も
あ
り

ま
す
（
写
真
２
・
６
）。

　

新
仏
の
あ
る
家
は
、
縁

側
の
端
や
軒
に
竹
と
ヒ
ノ

た
み
そ
汁
で
す
。
さ
ら
に
な
す
び
の
あ
え
物
が

付
き
ま
す
。
暑
い
季
節
は
酢
の
あ
え
物
が
さ
っ

ぱ
り
と
し
て
美
味
し
い
で
す
が
、
な
す
び
な
の

で
味
噌
や
ご
ま
の
あ
え
物
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

に
お
が
ら
の
箸
を
添
え
ま
す
。
お
が
ら
は
麻
の

茎
の
皮
を
は
い
だ
も
の
で
、
今
で
は
盆
前
に
な

る
と
ス
ー
パ
ー
に
並
ん
で
い
ま
す
。

　

朝
食
と
昼
食
の
間
、
私
た
ち
も
朝
食
が
早

か
っ
た
日
に
は
お
腹
が
空
い
て
く
る
午
前
10
時

頃
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
時
に
小
麦
餅
を
供
え
ま

す
。
小
麦
餅
の
作
り
方
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
田
植
え
後
の
毛け

付つ
け

休
み
の
小
麦
餅
は
、
小

麦
一
升
に
餅
米
三
合
の
割
合
で
搗
い
て
い
ま
す
。

　

昼
食
は
そ
う
め
ん
で
、
五
、
六
把
ほ
ど
ゆ
が

き
ま
す
。
薬
味
の
ミ
ョ
ウ
ガ
や
梅
干
し
を
付
け

る
家
も
あ
り
ま
す
（
写
真
５
）。

　

夕
食
は
餅
を
四
、
五
升
ほ
ど
搗
い
て
供
え
ま

す
。
さ
ら
に
こ
の
季
節
に
採
れ
る
穀
物
や
野
菜

　

み
や
げ
供
え
物　

た
ゝ
い
も
・
か
き
・
う
り
・

　
　
　
　
　
　

な
す
び
・
ま
め
・
長
そ
う
め
ん

　

13
日
は
先
祖
を
家
に
迎
え
て
初
め
て
供
え
物

を
上
げ
ま
す
が
、
新
麦
交
が
ど
の
よ
う
な
料
理

な
の
か
よ
く
解
り
ま
せ
ん
。
先
祖
を
家
に
迎
え

る
と
だ
ん
ご
を
供
え
る
事
例
が
あ
る
の
で
、
新

麦
交
は
今
年
収
穫
し
た
小
麦
を
挽
い
た
小
麦
粉

と
米
粉
を
交
ぜ
て
作
っ
た
だ
ん
ご
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
と
も
、
麦
ご
飯
（
こ
の
場
合
は
大
麦
）
を

供
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

14
日
は
一
日
中
供
え
物
が
あ
り
ま
す
。
料
理

の
他
に
も
、
お
茶
を
何
度
も
供
え
替
え
る
お
茶ち
ゃ

湯と
う

が
あ
り
ま
す
。

　

14
日
の
朝
食
は
た
き
食
な
の
で
、
炊
い
た
ご

飯
を
供
え
ま
す
（
写
真
４
）。
打
豆
腐
汁
は
、

生
の
大
豆
を
粉
に
し
て
（
き
な
粉
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
き
な
粉
は
煎
っ
た
大
豆
を
粉
に
し
ま

す
）
だ
ん
ご
を
作
り
、
こ
の
だ
ん
ご
を
具
に
し

写真４　ご飯と精進煮の供え物（かつらぎ町下天野）

写真５　そうめんの供え物（紀の川市桃山町最上）
紀ノ川流域の村々で盆行事について質問すると、現在の盆の供え物
も堀家の覚書と同じようなメニューであることが解ります。覚書の
メニューも、写真のように折敷や三宝に盛り付けて供えていたので
しょう。

写真６　盆のしつらえ（紀美野町長谷宮）



8

文書館だより

覆
っ
た
と
て
も
大
き
な
棚
で
す
（
手
前
の
笠
と

ゴ
ザ
は
無
縁
仏
の
祭
壇
で
す
）。
こ
の
中
心
部

分
が
四
角
く
開
い
て
い
て
、
こ
こ
か
ら
中
の
経

木
や
位
牌
を
拝
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
で
は

手
作
り
の
棚
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
葬
祭
業
者
か

ら
家
形
の
祭
壇
を
購
入
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。

　

三さ
ん
が
い
ば
ん
れ
い

界
万
霊
と
書
か
れ
た
経
木
は
縁
側
の
隅
や

軒
先
な
ど
、
家
の
外
側
に
祭
壇
を
設
け
て
祭
り

ま
す
。
こ
れ
は
祭
る
人
の
い
な
い
無
縁
仏
を
祭

る
祭
壇
で
、「
さ
ん
が
い
さ
ん
」「
ほ
う
か
い
さ

ん
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
無
縁
仏
の
祭
壇

は
、
写
真
７
の
よ
う
な
笠
と
ゴ
ザ
で
祭
壇
を
作

る
も
の
や
、
供
え
物
を
箕
に
収
め
る
も
の
、
竹

で
棚
を
作
る
も
の
な
ど
、
多
様
な
祭
り
方
が
現

在
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す（
写
真
８
ー
①
②
③
）。

し
か
し
、
盆
の
間
だ
け
祭
っ
て
す
ぐ
に
壊
さ
れ

る
た
め
、
各
地
で
ど
の
よ
う
な
形
式
の
祭
壇
が

作
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
形
式
が
ど
の
よ
う

に
分
布
し
て
い
る
の
か
、
解
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
す
。

　

今
回
は
、
紀
北
の
真
言
宗
が
多
い
地
域
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
紀
北
で
も
こ
れ
ら
と
は
違
っ

た
祭
り
方
が
あ
り
ま
す
し
、
紀
中
・
紀
南
で
は
、

ま
っ
た
く
違
う
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ご

教
示
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　

（
伊
藤
信
明
）

■
利
用
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
閲
覧
室
受
付
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
目
録
等
で
必
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
料
、
文
書
等
を
検

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

索
し
、
閲
覧
申
請
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
記
入
の
う
え
受
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
提
出
し
て
く
だ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
。
文
書
等
利
用
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
付
は
閉
館
30
分
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
で
で
す
。

◆
閲
覧
室
書
棚
に
配
架
し
て
い
る
行
政
資
料
、

　

参
考
資
料
は
自
由
に
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
複
写
承
認
申

　

請
書
に
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。
複
写
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
す
。

　

開
館
時
間

　
　

◆
火
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　
　

◆
土
・
日
曜
日
・
祝
日
及
び
振
替
休
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
休
館
日

◆
月
曜
日
（
祝
日
又
は
振
替
休
日
と
重
な
る
と

　
　
　
　
　

き
は
、
そ
の
後
の
平
日
）

◆
年
末
年
始　

12
月
29
日
〜
１
月
３
日

◆
館
内
整
理
日

　

・
１
月
４
日

　

（
月
曜
日
の
と
き
は
、
５
日
）

　

・
２
月
〜
12
月　

第
２
木
曜
日

　

（
祝
日
と
重
な
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）

　

・
特
別
整
理
期
間　

10
日
間
（
年
１
回
）

■
交
通
の
ご
あ
ん
な
い

◆
JR
和
歌
山
駅
・
南
海
電
鉄
和
歌
山
市
駅
か
ら

　

バ
ス
で
約
20
分

◆
和
歌
山
バ
ス
高
松
バ
ス
停
下
車
徒
歩
約
３
分

　

和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り　

第
28
号

　
　

平
成
22
年
７
月
30
日　

発　

行

　
　

編
集
・
発
行　

和
歌
山
県
立
文
書
館

　
　
　

〒
六
四
一
―
〇
〇
五
一

　
　
　

和
歌
山
市
西
高
松
一
丁
目
七
―
三
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
の
く
に
志
学
館
内

　
　

電　

話　

〇
七
三
―
四
三
六
―
九
五
四
〇

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
三
―
四
三
六
―
九
五
四
一

　
　

印　

刷　

有
限
会
社
隆
文
社
印
刷
所

写真８　無縁仏の祭壇　①（かつらぎ町花園梁瀬） ③（紀美野町毛原宮）②（橋本市野）

　

お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
の
寄
贈
資
料
の
紹
介
の
中
で
、
仲
克

夫
氏
旧
蔵
資
料
と
記
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
仲

兼
永
氏
旧
蔵
資
料
と
誤
記
し
、
関
係
各
位
に

多
大
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と  

を
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。     

　
　

文
書
館
の
利
用
案
内

　
　

文
書
館
の
利
用
案
内

至
和
歌
山
イ
ン
タ
ー

至海南

至天王寺

●市役所

県庁
　●

紀ノ川

南海
本線

紀ノ川大橋

和歌山県立文書館

至和歌浦

車庫前バス停

けやき大通り

国
体
道
路

高松バス停

和歌山城

JR
紀
勢
本
線

JR
和
歌
山
駅

N

中
央
通
り（
国
道
42
号
）

和歌
山市
駅

https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/
 ホームページアドレス




